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「放射線」のイメージ

「怖い」「危険」

原爆、原発（事故）のイメージが強い。

→「できれば近寄りたくない」
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意識調査から

一般にネガティブイメージ

→危険、目に見えない、身体に悪い、怖い

背景

→事故、汚染、核兵器

（日本原子力文化振興財団、2002．3、引用）
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理由はメディア？

「原因はマスコミの影響が大きいと思う。一般の人も原
子力関係に関心を持つようになり、マスコミも大きく取り
上げるようになった。マスコミがこれまで取り上げた原
子力関係の主な報道を顧みると、ビキニ環礁核実験、
ロシアなどの核実験、スリーマイル事故、チェルノブイリ
事故など。小さなトラブルや放射線被ばく問題も報道対
象になり、いかに微量でも身体に悪い影響を与える確
率があるという『直線仮定』が放射線のイメージを一段
と悪くしている。放射線という言葉はマスコミによって危
険なものになった。何回も何回も放射線の利便性を取
り上げるようになれば、感覚的に放射線という言葉はよ
いイメージを持った言葉になると思う」

（一部略、電子科学研究所
 

辻本忠氏）
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教職員への調査

「放射線利用（プラス面）に関する報道」

まったくない
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（日本原子力文化振興財団、2002．3、引用）
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「すでに長年にわたって植えつけられた固定観
念を変えることはほとんど不可能かもしれない
が、報道関係者が原爆に関する先入観とか原
子力に対する好悪の感情とは離れて、客観的
に、『少量の放射線・放射能のリスクはどの程
度のものか』という正しい基本的知識を持って
いただくことがぜひ必要。報道関係者の良識と
努力により客観的な知識レベルの向上を期待
せねばならない」

（一部略、放射線教育フォーラム、松浦辰男氏）
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「放射線」
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メディアの役割

隠された問題、社会のひずみ・ゆがみを
掘り起こし、弱者（情報弱者も含む）を支
援する。

大きな危険、侵害につながる恐れのある
ものは、小さな事象でもきちんと報道する。
（特に、健康被害、税金の使い方、人権、
事件・事故）

基本的に「広告」ではない。
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放射線利用の報道

科学的成果は一
定の扱いで報道 毎
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毎日新聞朝刊、2009年12月15日
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原発トラブルは、トラブルの内容に応じ、
事実関係を必要最低限報道する

毎日新聞朝刊、2010年3月6日

毎日新聞朝刊、2010年3月3日（北海道のみ）

毎日新聞朝刊、2010年2月26日
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現場の取材から

医療現場の放射線利用

放射線治療→「怖い」

胸部エックス線検査→「無関心」

ＰＥＴ、重粒子線治療→「受けたい」

現場で、「放射線利用」の観点からの説
明がない。
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学ぶ場がない

これまでの教育現場では「原爆」「原発」
だけ

医療現場は忙しくて、説明どころではない

その他の放射線利用（食品照射、製品開
発など）は及び腰

メディアの報道にも「傾向」

→「放射線お化け」の誕生
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「お化け」の正体

胸部エックス線検査と原発の放射線のイメージ比較分析

（原子力安全システム研究所、松井裕子氏）

エックス線→

「被ばくしても大したことない」（楽観性）＞「死亡する」（恐ろしさ）

（親近性あり、未知性はなし）

原発→

「死亡する」（恐ろしさ）＞「専門家の管理」（対処可能性）

（楽観性はなし、未知性あり）
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情報量の影響？

喫煙対策（リスクの存在が理解されない）

ＢＳＥ（正しいリスクが理解されない）

新型インフルエンザ（１年前の騒動と今）

→ＨＰ・公聴会の限界

→国の役割、メディアの役割、当事者の役
 割
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本日はありがとうございました。
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